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cloudPDIが
解決する問題

• CD,DVDを焼く枚数が多くなって、技師の
負担となっている

–ネットへのアップロードで時間は1/6

• そもそもCD,DVDが入手困難になっている

• 厚労省の電子カルテ情報共有サービスとの
相性

–紹介状にQRコードを載せればいい

–産官学デモ

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FIAHSI, MSCJ,, Hamamatsu University



普及率ほぼ100%を誇る
IHEのプロファイルは？

• PDI(Portable Data for Images)

Michio Kimura M.D. Ph.D, FACMI, 
MSCJ.  Kawasaki Healthcare 
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• 医療機関間でIHE PDI相当の情報をインターネットを利用し
てクラウド経由で交換する仕組みを低価格で実現

• サービス提供 日本IHE協会

• 2016年10月から静岡県、愛知県、ほかで運用開始
大学病院、中核病院、小規模病院、診療所等が参加

臨床（診断・治療）、研究用途

• 診療報酬の算定が可能

浜松地区での実績(2021年）
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（cloudPDIの前身）とは



netPDI システムの概要

提供施設 A
来院時にデータをアップロードする

データIDとパスワードが記載された「トークンシート」やICカード

を参照施設に持って行く

参照施設

データIDを使いデータの参照やダウン

ロードができる

提供施設 B

退院時サマリをアップロードする

トークンシート

ICカード

や

クラウド
リポジトリ



画像はPACSから、検査結果、処方
はSS-MIXストレージから

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FIAHSI, MSCJ,, Hamamatsu University



受領手順 閲覧のみの場合

1 専用アプリの、

「外部サーバーから取り

込み」機能で

患者から受け取ったトーク

ン票のバーコードをスキャ

ン

外部サーバ—から情報が

読み込まれ、ローカルデー

タベースに登録される。情

報はいつでもこのアプリで

見られる。
Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FIAHSI, MSCJ,, Hamamatsu University
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• トークンは国際規格

ISO/TS 22691-2021か
らISへ

• 情報提供者情報

• QRコード
トークン(データ番号)

パスワード

• 患者基本情報

• 送信データの詳細
検査結果、処方情報の有無

検査画像の検査日、種別、枚数

• スマホに搭載も可能

• 患者が提出したことで、本人
の同意となる.
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※このトークンシートはサンプルです

トークンシート



アップロード / CD作成

ダウンロード

実効 20Mbps と仮定100Mbps処理 / 回線速度

同左00分24秒ZIP圧縮、暗号化

01分06秒 (20Mbps)00分16秒 (82Mbps)アップロード

01分30秒00分40秒合計時間

実効 20Mbps と仮定200Mbps処理 / 回線速度

01分06秒 (20Mbps)00分13秒 (101Mbps)ダウンロード

同左00分33秒復号、ZIP展開
USBメモリ書き込み

01分39秒00分46秒合計時間

CD作成

03分35秒CD書き込み

01分12秒ラベル印刷

04分47秒合計

※参考※ 275MB PCへの読み込み時間

01分20秒CDからの読み込み

00分15秒USBメモリからの読み込み

時間測定

実効20Mbpsで、CD運用の半分以下の時間
実効100Mbpsなら1/6
受けは20で同程度、100で半分

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FIAHSI, MSCJ,, Hamamatsu University



netPDI → cloudPDI

• netPDI：
通信、データ構造、リポジトリは独自方式

• cloudPDI：
通信、データ構造、リポジトリはFHIR

–数GBの通信に耐えることが実証された

– FHIR connect-a-thonで披露

–膨大データの上げ下げ方法として
HL7 Internationalで提案予定.
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データヘルス実施のために

• 第7層、6層はコード(JLAC10, HOT9,YJ）、
FHIR紹介状、退院時サマリで定まるが、第5
層は？

• 実在する第5層
– HumanBridge（富士通）

– ID-Link（NEC、厚労標準準拠）

– cloudPDI（IHE協会、HELICS採択！）

– そもそも前2者は、相互乗り入れできない.

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, 
FHL7, MSCJ,, Hamamatsu 
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cloudPDIの利点
• 安い

– 上げ下げ一式で各施設200万

• HumanBridge, ID-linkは地区サーバー3000万、各施設
400万

• 標準的

– トークンシートはISO TS、cloudPDIはHELICS採択

– データ形式、通信、リポジトリはFHIR

• 浜松地区、岡崎地区で8年の実績

• 大量画像も扱える（元々それが用途）

– CT, MRIなど出さないならもっと安くできる

• 相手を事務が特定しないで済む

– 地域連携で頭痛のタネは、誤送信、迷子

– cloudPDIは合い札を患者が運ぶ「持参人方式」

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, 
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普及状況(24/11)
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最近の実績

2024年10⽉2024年9⽉2024年8⽉2024年7⽉2024年6⽉2024年5⽉直近6か⽉合計件数施設名

464532434049255H医科⼤学附属病院

885770886754424I市⽴総合病院

383334492633213O市⺠病院

403320383539205Q⼤学病院

677567888771455T病院

2792432233062552461552計
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ご参加ありがとうございました。
ご質問は、

日本IHE協会ホームページにもどうぞ。
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